平成２１年度一般環境中のダイオキシン類調査結果について
　平成２１年度に実施した一般環境中のダイオキシン類調査結果は、次のとおりである。
１　調査期間
　　平成２１年５月　～　平成２２年２月
２　調査地点数
（１）大気　　　：　４地点･･･年４回
（２）水質・底質：１８地点（河川：６、湖沼：７、海域：５）･･･年１回
（３）地下水　　：　８地点･･･年１回
（４）土　壌　　：１５地点（一般環境土壌：８、発生源周辺土壌：７）･･･年１回
３　調査結果
　すべての項目、地点で環境基準を達成した。
　　調査結果は、全国における調査結果の濃度範囲と比較して低いものであり、平均値も全国調査の平均値以下であった。
　　また、経年変化は、大気については、調査を開始した平成１２年度と比較して約10分の１に減少しており、水質・底質、地下水及び土壌についても、環境基準以下の低い濃度で推移している。
	調査区分
	単位
	測定結果
	環境基準

	
	
	平均値（濃度範囲）
	

	 大気
	pg-TEQ/m3
	 0.019（0.0063  　～ 0.12）
	0.6 以下

	 公共用水域
	 水質
	pg-TEQ/L
	 0.12 （0.016  　 ～ 0.99 ）
	1 以下

	
	 底質
	pg-TEQ/g
	 5.8　（0.10   　 ～23    ）
	150 以下

	 地下水
	pg-TEQ/L
	 0.024（0.018  　 ～ 0.031）
	1 以下

	 土壌
	 一般環境
	pg-TEQ/g
	 0.19 （0.0030    ～ 0.73 ）
	1,000以下

	
	 発生源周辺
	
	 0.28 （0.0087    ～ 1.3 ）
	


